
　
平
成
二
十
五
年
度
定
時
総
会
は
、
六
月
十

一
日
「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
千
葉
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
鍋

島
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
計
量
功
労
者
の

表
彰
に
移
り
、
宮
城
県
知
事
褒
賞
一
名
、
計
量

協
会
長
表
彰
三
名
、
同
褒
賞
五
名
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

大
湯
澄
氏
が
謝
辞
を
述
べ
、
続
い
て
来
賓
を

代
表
し
て
宮
城
県
知
事
代
理
の
高
橋
裕
喜
経

済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
長
、
渡
辺

博
仙
台
市
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
頂
き
表
彰

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
議
事
は
、
定
款
に
基
づ
き
鍋
島
会

長
が
議
長
に
就
き
、
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
議

案
は
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
六
案
で
、

事
務
局
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
事
務

局
か
ら
本
年
度
の
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

の
開
催
案
内
な
ど
の
報
告
事
項
が
あ
り
笠
原

理
事
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
知
事
か
ら
の
祝
辞
は
、
長
年
の
計
量

業
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
表

彰
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
祝
い
と
、
計
量
制
度

は
研
究
活
動
か
ら
生
産
活
動
、
商
取
引
、
そ
し

て
人
々
の
健
康
と
安
全
の
確
保
や
、
国
民
生

活
の
安
定
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
り
、

そ
の
基
盤
と
な
る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
県

と
し
て
も
適
正
な
計
量
行
政
の
推
進
に
協
会

会
員
の
方
々
の
協
力
を
賜
り
推
進
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復

興
達
成
年
度
を
平
成
三
十
二
年
度
と
す
る

「
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
」
の
「
復
旧
期
」
の
最

終
年
度
で
、「
再
生
期
」・「
発
展
期
」
に
つ
な
が

る
取
組
を
打
ち
出
し
て
い
く
年
度
で
も
あ

り
、
さ
ら
に
復
興
に
邁
進
し
て
い
く
決
意
を

述
べ
ら
れ
、
結
び
に
当
協
会
の
発
展
と
会
員

の
ご
健
勝
祈
念
が
あ
り
ま
し
た
。
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受賞者代表謝辞受賞者の方々日本計量振興協会長表彰
（嶺岸氏）

《
第
一
号
議
案
》　
　
　

　
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
に
つ

　
い
て

　
平
成
二
十
四
年
度
の
会
員
状
況
、総

会
・
理
事
会
等
の
主
要
会
議
、
計
量
思

想
普
及
啓
発
事
業
の
計
量
記
念
日
事

業「
２
０
１
２
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば

」
開
催
、
宮
城
県
工
業
材
料
依
頼
試
験

受
託
事
業
、仙
台
市
指
定
定
期
検
査
機

関
受
託
事
業
、
表
彰
事
業
、
代
検
査
事

業
、
材
料
試
験
機
検
査
事
業
、
計
量
管

理
受
託
事
業
、測
定
の
基
礎
研
修
会
及

び
優
良
事
業
所
視
察
研
修
会
の
開
催
、

中
央
・
地
方
団
体
と
の
連
携
、
行
政
機

関
と
の
諸
会
議
等
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

　
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
書
に

　
つ
い
て

　
事
業
活
動
収
入

九
〇
、七
五
一
、〇
五
七
円

　
事
業
活
動
支
出

八
九
、六
三
六
、八
七
七
円

　
以
上
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
事
業

活
動
等
の
決
算
報
告
が
な
さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

　
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
に
つ

　
い
て

　
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
別
掲
の
事
業
を
実
施
す
る
案

が
事
務
局
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

《
第
四
号
議
案
》

　
平
成
二
十
五
年
収
支
予
算
に
つ

　
い
て

　
事
業
活
動
収
入

九
〇
、二
九
八
、八
〇
六
円

　
事
業
活
動
支
出

九
〇
、二
九
一
、八
〇
六
円

　
事
務
局
か
ら
、当
初
予
算
案
に
つ
い

　
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

《
第
五
号
議
案
》

　
定
款
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

　
事
業
運
営
の
合
理
化
と
法
人
法
や

他
法
人
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
の

定
款
一
部
変
更
案
に
つ
い
て
、事
務
局

か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
以
上
第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議

案
ま
で
、異
議
無
く
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

《
第
六
号
議
案
》

　
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

　
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
、理
事
及

び
監
事
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、事
務

局
案
が
提
示
さ
れ
、異
議
無
く
満
場
一

致
で
選
任
さ
れ
た
。

　
な
お
、役
員
の
役
職
に
つ
い
て
は
、臨

時
理
事
会
を
開
催
し
、会
長
・
副
会
長
・

専
務
理
事
・
常
務
理
事
が
選
任
さ
れ
報

告
さ
れ
た
。（
別
掲
）

《
報
告
事
項
》

①
顧
問
の
推
薦
に
つ
い
て

　
当
協
会
の
顧
問
で
あ
っ
た
、大
沼
繁

幸
宮
城
県
計
量
検
定
所
長
が
三
月
三

十
一
日
付
け
を
も
っ
て
退
職
し
顧
問

を
退
任
さ
れ
た
の
で
、後
任
の
亀
山
弘

樹
同
検
定
所
長
に
顧
問
を
依
頼
し
了

承
を
受
け
た
報
告
が
な
さ
れ
た
。

②
計
量
功
労
者
表
彰
受
賞
者
名
簿
に

　
つ
い
て

　
総
会
及
び
日
本
計
量
振
興
協
会
長

表
彰
の
受
賞
者
名
簿
が
紹
介
さ
れ
た
。

③
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会

は
、大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」の
福
島

県
会
津
若
松
市
で
実
施
さ
れ
る
開
催

地
案
内
と
、
そ
の
日
程
が
紹
介
さ
れ

た
。（
別
掲
）



　
平
成
二
十
五
年
度
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
の
兆
し
が
目
に
見
え
て

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し

た
が
、
協
会
事
業
運
営
は
ま
だ
厳
し

さ
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
、
本
県
再
生

の
た
め
、
計
量
制
度
の
堅
持
と
正
し

い
計
量
思
想
の
普
及
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
に
、
次
の
諸
事
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

一
　
計
量
普
及
啓
発
事
業

●
計
量
記
念
日
事
業「
み
や
ぎ
計
量

の
ひ
ろ
ば
」の
開
催

●
計
量
計
測
管
理
の
普
及
推
進

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
基
盤
で
あ

る
計
量
計
測
の
基
礎
研
修
会
を
、

県
内
中
小
企
業
を
対
象
に
開
催
、

優
良
事
業
所
の
視
察
研
修
会
を

開
催

二
　
指
定
定
期
検
査
事
業

●
仙
台
市
の
指
定
定
期
検
査
機
関
と

し
て
、仙
台
市
内
の
特
定
計
量
器

（
質
量
計
）の
定
期
検
査
を
実
施

　
今
年
度
検
査
対
象
区
域
は
、青
葉

区
・
太
白
区
の
約
一
、
三
〇
〇
戸

三
、七
〇
〇
台

三
　
計
量
器
検
査
事
業

●
計
量
士
に
よ
る
検
査
事
業

　
計
量
行
政
機
関
に
代
わ
る
質
量

計
の
定
期
検
査
・
計
量
証
明
事
業

検
査
を
実
施

　
県
内
約
六
五
〇
戸
、二
、七
〇
〇
台

●
計
量
器
校
正
事
業
・
材
料
試
験
機

検
査
事
業

　
計
量
器
の
校
正
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
材
料
試
験
機
等
の
検
査
を
実
施

四
　
官
公
庁
受
託
事
業

●
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
の
工
業
品
材
料
依
頼
試
験

の
受
託

●
仙
台
市
の
計
量
器
立
入
検
査
補

助
及
び
基
準
分
銅
管
理
業
務
の

受
託

五
　
計
量
管
理
事
業

●
大
規
模
小
売
店
等
の
、計
量
士
に

よ
る
計
量
器
・
量
目
の
適
正
管
理

を
実
施

●
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
局

等
の
計
量
管
理
指
導
を
実
施

六
　
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
事
業

●
宮
城
県
の
収
入
証
紙
売
さ
ば
き

機
関
と
し
て
、
材
料
試
験
・
計
量

器
検
定
検
査
等
の
申
請
者
に
収

入
証
紙
の
販
売

七
　
計
量
行
政
並
び
に
関
係
機
関
諸

　
　
会
議

●
（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
諸

会
議

●
計
量
記
念
日
全
国
大
会

●
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
（
福
島

県
）

●
東
北
六
県
計
量
士
協
議
会
、計
量

士
全
国
大
会

●
計
量
行
政
・
計
量
技
術
諸
会
議
等

に
出
席

八
　
計
量
情
報
の
提
供

●
計
量
情
報
・
会
員
情
報
及
び
協

会
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
発
信
で
効
果
的
に

実
施

●
会
　長

●
副
会
長

●
副
会
長

●
専
務
理
事

●
常
任
理
事

●
常
任
理
事

●
常
任
理
事

●
常
任
理
事

●
常
任
理
事

●
常
任
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
理
事

●
監
事

●
監
事

●
監
事

日

東

イ

シ

ダ

株

式

会

社

北

日

本

環

境

整

備

株

式

会

社

計

量

士

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会

計

量

士

仙

台

環

境

科

学

株

式

会

社

株
式
会
社
タ
ツ
ノ
　
東
北
支
店

計

量

士

株
式
会
社
　
　
藤
　
　
　
　
　
　
崎

東

北

公

害

保

安

株

式

会

社

ト
キ
コ
テ
ク
ノ
株
式
会
社
　
東
北
支
店

ア
ズ
ビ
ル
金
門
株
式
会
社
　
東
北
支
店

み

や

ぎ

生

活

協

同

組

合

株

式

会

社

寺

岡

シ

ス

テ

ム

東
芝
テ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
北
支
店

株

式

会

社

仙

台

測

器

社

東
北
緑
化
環
境
保
全
株
式
会
社

愛
知
時
計
電
機
株
式
会
社
　
仙
台
工
場

一
般
財
団
法
人
宮
城
県
公
衆
衛
生
協
会

エ

ヌ

エ

ス

環

境

㈱

東

北

支

社

大
阪
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷
株
式
会
社

一
般
財
団
法
人
食
品
環
境
検
査
協
会

東

陽

エ

ン

ジ

ニ

ア

株

式

会

社

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会

大

湯

商

店

株

式

会

社

旭

商

会

仙

台

店

仙
台
ヤ
マ
ト
ハ
カ
リ
株
式
会
社

鍋
島
　
孝
敏

千
葉
　
信
弘

笠
原
　
　
秀

草
刈
　
謙
一

菅
原
　
　
功

加
藤
　
啓
二

斎
藤
　
孝
司

武
田
　
　
巖

松
原
　
大
介

嶺
岸
　
　
優

三
瓶
　
総
一

松
本
　
康
成

新
井
田
匡
彦

江
刺
　
　
茂

阿
部
　
孝
博

高
橋
　
栄
一

工
藤
　
隆
司

屋
貝
　
尚
孝

熱
海
　
周
一

南
部
　
　
満

安
齋
　
敏
行

伊
瀬
知
　
衛

鈴
木
昇
二
郎

佐
藤
　
正
使

大
湯
　
　
澄

和
田
　
剛
和

加
藤
　
昌
宏

計
量
器
の
検
査
事
業
案
内

　【
ハ
カ
リ
の
代
検
査
】

　
計
量
協
会
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る

計
量
器
（
ハ
カ
リ
）
の
検
査
事
業
に
つ

い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
商
取
引
や
病
院
・
薬
局
・
学
校
な
ど

で
お
使
い
の
ハ
カ
リ
は
、
正
確
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
計
量
法
で

二
年
毎
の
検
査
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。

　
こ
の
検
査
は
計
量
行
政
機
関
が
行

い
ま
す
が
、
仙
台
市
内
に
あ
っ
て
は
、

当
協
会
が
指
定
定
期
検
査
機
関
と
し

て
実
施
し
、そ
れ
以
外
の
県
内
区
域
は

県
計
量
検
定
所
が
日
時
と
検
査
会
場

を
定
め
て
実
施
し
ま
す
が
、持
ち
運
び

が
困
難
な
ど
で
受
検
で
き
な
い
方
の

要
望
に
よ
り
、当
協
会
が
行
政
機
関
に

代
わ
っ
て
、計
量
器
の
あ
る
場
所
に
伺

い
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
代
検
査
は
、現
地
出
張
経
費
が

加
算
さ
れ
る
た
め
割
高
に
な
り
ま
す

が（
料
金
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
）
、
日
時
の
融
通
が

き
く
こ
と
と
（
大
型
は
か
り
は
、
場
合

に
応
じ
て
祝
祭
日
も
対
応
）
、
何
よ
り

計
量
器
の
あ
る
場
所
に
直
接
伺
い
検

査
を
行
う
の
で
、計
量
器
の
損
傷
や
不

具
合
の
恐
れ
が
な
く
な
り
、計
量
器
の

設
置
使
用
状
況
の
適
正
指
導
も
受
け

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、希
望
に
よ
り
成
績
書
等
も
発
行
致

し
ま
す
。

　
こ
の
代
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

当
協
会
ま
で
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
、検
査
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た

ら
ご
案
内
を
差
し
上
げ
、検
査
に
伺
い

ま
す
。

　
な
お
、
計
量
器
の
検
査
は
、
こ
の
取

引
証
明
に
使
用
す
る
法
定
検
査
の
他

に
、
自
主
計
量
管
理
用
の
精
度
確
認

検
査
、
計
量
器
・
分
銅
の
校
正
検
査

（
分
銅
類
の
宅
配
便
に
よ
る
受
付
も

行
っ
て
い
ま
す
）
等
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
協
会
ま
で

連
絡
下
さ
い
。



　
四
月
一
日
付
け
の
県
職
員
の
人
事

異
動
に
よ
り
、保
健
福
祉
部
長
寿
社
会

政
策
課
か
ら
参
り
ま
し
た
亀
山
と
申

し
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
計
量
行
政
に
携
わ
る
の
は
今
回
が

初
め
て
で
す
が
、計
量
と
い
う
の
は
こ

ん
な
に
も
歴
史
が
あ
つ
て
、
権
威
が

あ
っ
て
、そ
し
て
人
々
の
生
活
の
安
全

を
守
り
、財
産
を
守
っ
て
き
た
と
い
う

事
実
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。日
本
の

歴
史
で
は
、
大
宝
律
令
の
制
定
（
大
宝

一
年
）か
ら
計
量
制
度
が
す
で
に
開
始

さ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

そ
の
後
、度
量
衡
法（
明
治
二
十
六
年
）

や
計
量
法（
旧
法
・
昭
和
二
十
七
年
、新

法
・
平
成
五
年
）
の
施
行
に
よ
り
計
量

の
基
準
が
定
め
ら
れ
、計
量
制
度
に
お

け
る
検
定
・
検
査
体
制
も
確
立
さ
れ
て

正
確
な
計
量
器
の
供
給
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、今
日
の
社
会
基
盤
の
整

備
に
つ
な
が
り
、経
済
の
発
展
と
文
化

の
向
上
に
貢
献
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
浅
い
知
識
や
経
験
を
補
う
べ
く
、
六

月
に
つ
く
ば
市
の
（独）
産
業
技
術
総
合

研
究
所
で
新
任
所
長
教
習
を
受
講
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
教
習
は
、
毎

年
、
都
道
府
県
や
特
定
市
の
新
任
の

検
定
所
長
等
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
教
習
内
容
（
講
義
）

の
濃
密
さ
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
参

加
し
た
都
府
県
や
特
定
市
の
討
論
・

意
見
交
換
の
場
で
は
、
地
方
分
権
一

括
法
の
施
行
等
に
よ
り
、
職
員
定
数

の
見
直
し
が
進
み
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
定
年
を
向
え
、
専
門
知
識
や
技
術

力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
人

材
の
確
保
と
育
成
が
急
務
と
い
う
よ

う
な
計
量
行
政
に
お
け
る
共
通
課
題

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
施
設

の
視
察
で
は
、
研
究
所
が
「
計
量
標

準
管
理
セ
ン
タ
ー
（
N
M
I
J
）
」

を
中
心
に
計
量
標
準
を
実
現
す
る
研

究
開
発
部
門
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
産
業
界
の
広
い
技
術

分
野
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
計
量
標
準

の
設
定
・
供
給
が
計
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
計
測
・
分
析
技
術
の
信

頼
性
を
確
保
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
研
究
活
動
や
成
果
が
日
本

の
産
業
技
術
や
計
量
制
度
の
礎
と
な

り
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
計
量
関
係
者
の
事
業
や
活
動
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
仕
組
み
が
お
お

よ
そ
理
解
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
当
検
定
所
や
貴
協
会

は
、
計
量
法
の
も
と
、
特
定
計
量
器
や

基
準
器
の
検
査
等
を
行
い
、適
正
な
計

量
の
実
施
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。二
者
の
関
係
を
車
の
両
輪
に
た

と
え
た
先
輩
諸
氏
も
お
り
ま
し
た
が
、

ま
さ
に
両
者
が
密
接
に
連
携
・
協
力
し

て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
、消
費
者

保
護
を
背
景
と
し
た
本
県
の
適
正
な

計
量
の
維
持
・
確
保
に
不
可
欠
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、現
状
を
見
極
め
将
来
を

見
据
え
た
発
展
的
計
量
行
政
を
目
指

し
て
、貴
協
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
得
な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、貴
協
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し

て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
協
会
の
分
室
が
あ
る
宮
城
県

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
泉
区

明
通
）
で
は
、
去
る
七
月
五
日

（
金
）
、
六
日
（
土
）
の
両
日
、
毎
年
恒

例
と
な
り
ま
し
た
一
般
公
開
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
般
公
開
は
、
県
民
、
特
に

青
少
年
を
対
象
と
し
て
、
技
術
と

直
に
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し
、
来

場
者
に
産
業
技
術
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
産
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
を
広

く
県
民
の
皆
様
に
紹
介
し
て
、
ご

理
解
を
い
た
だ
く
た
め
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
工
業
製
品
か
ら
食
品
ま
で
」
に

及
ぶ
セ
ン
タ
ー
の
設
備
・
機
器
を

使
用
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
の
楽
し

さ
に
触
れ
な
が
ら
様
々
な
成
果
物

の
展
示
・
実
演
・
体
験
教
室
、
及
び

石
絵
を
描
く
（
雄
勝
）
、
竹
と
ん
ぼ

製
作
（
岩
出
山
）
、
マ
イ
箸
の
製
作

（
秋
保
）
、
木
工
製
品
の
製
作
（
津

山
）
な
ど
の
県
内
四
地
域
か
ら
協

力
を
い
た
だ
い
た
体
験
教
室
も
あ

り
ま
し
た
。

　
当
協
会
に
お
い
て
も
二
日
目
の
土

曜
日
に
「
鉄
筋
破
断
の
驚
き
の
瞬

間
を
体
験
！
」
と
銘
打
っ
た
実
演

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
普
段
建
築
・
土
木
現
場

な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
材
料
の

鉄
筋
を
引
っ
張
り
試
験
機
で
実
際

に
引
っ
張
り
、
ど
の
よ
う
に
破
断

す
る
か
？
破
断
す
る
際
に
は
ど
ん

な
音
が
す
る
か
？
な
ど
を
来
場
さ

れ
た
方
々
に
直
に
体
験
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
担
当
者
の

話
に
真
剣
に
聞
き
入
り
、
目
の
前

で
引
っ
張
ら
れ
る
鉄
筋
が
切
れ
る

の
を
今
か
今
か
と
耳
を
塞
ぎ
な
が

ら
待
ち
、「
ド
ス
ー
ン
！
バ
チ
ー

ン
！
」
と
切
れ
た
瞬
間
に
は
皆
一

様
に
「
ワ
ー
キ
ャ
ー
」
と
歓
声
を
あ

げ
大
盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
開
催
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
新
し
い
産
業
技
術
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
来
年
は
是
非
お
越

し
下
さ
い
。



　初めの視察は、仙台に本社があるアイリスオーヤマ(株)角田工場です。

アイリスオーヤマはオイルショックや東日本大震災などいくつものピンチに

見舞われてきましたが、いずれのピンチもチャンスに変え大きく成長し続け

ています。それは

『過去の常識にとらわれない改革』

『ユーザーイン発想』

という二つの信念を基に展開しているからだそうです。この度の東日本大震

災では生活者が、賢く節電する「スマートライフ」という考えを提案、需要を創

造し、ＬＥＤ照明事業を国内トップシェアのポジションに拡大したそうです。

　角田工場も、オーヤマ独創の「メーカーベンダー」という、製造と問屋を一体

化し、物流コストや中間マージンを省き、お客様と直接取引することにより、

流行やニーズ動向がリアルタイムで分かるシステムを採用し、今回の大震災

でも必要な商品の迅速な供給を行えたそうです。

　今後も24時間生産の商品保管・出荷の完全無人化管理で、生産者目線で商

品を開発し“オンリーワン商品”を生み出していくそうです。

　2番目の視察は、仙台コカ・コーラの蔵王工場。

　当工場は平成8年に完成、現在220名の従業員で24時間稼働だそうです。は

じめに1949年アメリカのプロ野球と共に日本に来たコカコーラの歴史のプ

ロモーションビデオを観賞してから、コカコーラの生産ラインを視察しまし

た。最後にコカコーラ商品のお好きなものを試飲し、名前が分からない有名な

外車に見送られ、次の視察先に向かいました。

　最後の視察は、名取市にある仙台ニコン工場。

　プロ用最上級の高級カメラメーカーで、訪れると早速会

社玄関前に整列させられ記念写真の撮影に始ま

り、工場の生産ラインを回りました。驚いたこと

に、工場のカメラの組み立て作業はほとんどが

手作業であり、作業員の方々は立ったままの仕

事なのです。

　工場見学の後は、東日本大震災の直後の工場の甚大な被災写

真を見せられました。

　また、昨年のタイの大洪水で、被災したニコン現地関連会社の

代替え生産地として、多くの従業員を受け入れカメラの生産を

継続し、タイ王国女性首相のインラック・シナワット氏がその従

業員を励ましに来社したそうです。

　視察終了後、工場を案内してくれた方のひとりから、計量士の国家試験に合格したので計量士の登録について問われたのに

は驚きでした。高級カメラも正しい計量計測から。

　
も
の
づ
く
り
産
業
の
基
盤
と
な
る

測
定
の
基
礎
研
修
会
を
、今
年
度
も
県

内
中
小
企
業
の
若
手
職
員
を
対
象
に

開
催
致
し
ま
す
。

　
も
の
を
計
る
専
門
家
の
計
量
士
か

ら
、実
際
に
ノ
ギ
ス
や
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

タ
ー
を
使
っ
た
実
習
や
長
さ
・
質
量
・

温
度
な
ど
の
計
量
講
習
を
受
け
、測
定

の
役
割
や
測
定
機
器
の
基
礎
知
識
を

学
び
、正
し
く
計
る
計
測
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
、よ
り
良
い
も
の
づ
く
り
を

目
指
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
開
催
は
年
明
け
に
な
る
予
定
で
す

が
、決
定
次
第
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
案
内
メ
ー
ル
等
で
紹
介
致
し
ま
す

の
で
、多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
十
一
月
一
日
の「
計
量
記
念
日
」に
ち

な
み
、小
学
生
を
対
象
に
も
の
を
計
る

こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め

〝
何
で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス

ト
〞の
募
集
が
今
年
度
も
は
じ
ま
り
、協

会
も
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
全
国
か
ら
百
点
以
上
の
応

募
が
あ
っ
て
、東
北
で
は
福
島
県
の
小

学
一
年
生
が
優
秀
作
品
賞
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

　
会
員
各
位

は
も
ち
ろ
ん

一
般
の
お
子

さ
ん
の
参
加

を
期
待
し
紹

介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
詳

し
く
は
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
願

い
ま
す
。



『
二
〇
ｇ
が
足
り
な
い
！
』

　
　

本
年
三
月
、
某
老
舗
製
菓
が
製
造
販

売
し
た
ベ
ビ
ー
チ
ョ
コ
の
袋
入
れ
商
品

で
、
内
容
量
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
当
該
商
品
を
検
査
し
た
の
が
製
菓
企

業
の
あ
る
市
の
計
量
検
査
機
関
で
、
商
品

の
表
示
は
八
〇
ｇ
入
り
と
な
っ
て
い
た
が

実
際
は
六
〇
ｇ
と
二
十
五
％
も
の
内
容

量
不
足
だ
っ
た
の
で
す
。こ
れ
は
、
前
の
別

商
品
の
計
量
設
定
値
を
変
更
し
な
か
っ

た
た
め
で
、
出
荷
商
品
は
一
千
五
百
弱
。

指
摘
さ
れ
た
企
業
は
回
収
を
行
い
ま
し

た
が
「
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
で
分
か
ら
な

い
」
な
ど
と
一
割
未
満
の
回
収
率
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
　

こ
れ
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
で
は
話
題
に
な

り
「
商
品
の
重
さ
を
検
査
し
て
い
る
機
関

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

重
さ
な
ん
て
い
ち
い
ち
確
認
で
き
な
い

な
」と
い
う
声
が
つ
ぶ
や
か
れ
ま
し
た
。

　
　

こ
こ
最
近
関
心
が
薄
く
な
っ
て
い
る
商

品
の
量
と
い
う
も
の
に
、
消
費
税
増
税
が

近
づ
く
に
つ
れ
、そ
の
対
応
策
に
、価
格
と

質
は
消
費
者
の
目
が
う
る
さ
い
か
ら
落

と
せ
な
い
の
で
、
価
格
を
据
え
置
き
、
関

心
が
薄
い
中
身
の
量
を
減
ら
す
、い
わ
ゆ

る
〝
裏
計
量
〞
な
る
も
の
へ
の
着
目
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

そ
の
監
視
の
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
の
価
格

Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
よ
う
に
、
計
量
（
単
価
）
比
較
情

報
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
　

あ
ら
た
め
て
計
量
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
今
年
度
か
ら
仙
台
市
の
計
量
担
当

部
署
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
局
産
業

政
策
部
経
済
企
画
課
か
ら
仙
台
１
４

１
ビ
ル
内
の
、
市
民
局
市
民
協
働
推

進
部
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
さ

れ
、
消
費
者
に
よ
り
身
近
な
計
量
行

政
機
関
の
窓
口
に
な
り
ま
し
た
。

●
中
元
期
の
商
品
量
目
の
立
入
検
査

実
施

　
宮
城
県
及
び
仙
台
市
で
は
、
中
元

期
に
ス
ー
パ
ー
・
百
貨
店
や
食
料
品

等
製
造
工
場
な
ど
の
商
品
の
量
目
や

使
用
さ
れ
て
い
る
計
量
器
の
立
入
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
新
基
準
メ
ー

タ
ー
へ
の
切
換

　
県
計
量
検
定
所
で
実
施
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
装
置
検
査

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
を

も
っ
て
旧
基
準
の
タ
ク
シ
ー
メ
ー

タ
ー
の
検
査
が
終
了
す
る
の
で
、
以

降
は
新
基
準
の
メ
ー
タ
に
交
換
し
な

け
れ
ば
検
査
を
受
け
ら
れ
ず
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
新
基
準
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー

と
は
、メ
ー
タ
ー
の
電
子
化
に
よ
り
、

メ
ー
タ
ー
を
取
り
外
す
こ
と
な
く
、

メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
な
ど
で
運
賃
設
定

が
で
き
、
計
量
法
上
は
簡
易
修
理
と

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
運
賃
改
定
毎
に

行
っ
て
い
た
一
斉
検
査
が
不
要
に
な

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
予
想
さ
れ
る

消
費
税
率
の
値
上
げ
に
よ
る
料
金
設

定
変
更
に
伴
う
検
査
は
必
要
で
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
今
年
度
の
計
量
記
念
日
の
ポ
ス
タ
ー
が
で

き
ま
し
た
。癒
し
系
タ
レ
ン
ト
の
安
め
ぐ
み

（
や
す
　
め
ぐ
み
）さ
ん
で
す
。

　
　
十
一
月
一
日
の
計
量
記
念
日
用
に
、
会

員
の
皆
様
へ
近
々
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
協
会
事
業
の
主
要
計
量
器
検
査
業
務
、
材
料
試

験
依
頼
検
査
業
務
等
は
、
新
年
度
初
め
か
ら
例
年

以
上
の
業
務
量
が
あ
り
、
忙
し
い
毎
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
業
務
の
合
間
を
縫
い
計
量
思
想
普
及
の「
何

で
も
は
か
っ
て
み
よ
う
」コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を

仙
台
市
内
全
小
学
校
に
呼
び
か
け
、ま
た
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、照
会
が
多
い
計
量
証
明
事
業

所
や
計
量
器
製
造
・
修
理
事
業
会
社
の
会
員
名
簿
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、事
務
局
若
手
職
員
の
計
量
士
が
本
年
度
一

名
、
次
年
度
一
名
と
増
員
に
な
り
、
計
量
業
務
の
強

化
体
制
が
整
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、さ
ら
な
る
協
会

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平成25年度 計量記念日ポスター
（安めぐみ）
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